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概要 
レーザレーダもしくはライダーは、大気中にレーザを照射し
て、散乱光の強度から風向・風速、気温や湿度などの気象パラ
メータを遠隔計測する技術である。 
紫外域ドップラーライダーは直接検波方式のシステムであ
り、高スペクトル分解能フィルタを用いてエアロゾルによるミ
ー散乱と分子によるレイリー散乱を分離して受信することに
より、高い距離分解能での風速測定を実現する。また、小型で
移動可能なシステムとレーザビームのスキャンにより、3次元
的な風況を測定することが可能となる。 
また、エアロゾル濃度や気温を測定することにより、地球温
暖化問題の解決や異常気象の解明に対する応用が期待される。 
 
システムの特性 
- アイセーフ特性 
- 高い距離分解能：局所的な風速測定が可能 (1~5m) 
- 測定距離 （~2km） 
- 風速精度 (0.2m/s @ 2km) 
- 移動可能なシステム： 小型設計（1m x 1m x 1m） 
社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 独立法人環境研究所、英弘精機（株） 
関連する特許 1件 気象観測ライダーシステム、特願 2002-45382 
関連する論文 1編 D. Hua et.al, Opt. Let. 29, 1063-1065 (2004) 
 
高スペクトル分解能法
ミー散乱とレイリー散乱を分離し、ミー
散乱によるドップラーシフトを検出 
>> 直接検波方式で 
短い観測時間、高い距離分解能での
風速測定に成功 
乱流などの 
局所的な 
風速測定技術 
1. ヘテロダイン検波方式 
 低層大気の風速測定 
問題点： 
距離分解能が低い 
Î 局所的な風速測定が困難 
 
2. 直接検波方式 
 高高度の風速測定 
問題点： 
観測時間が長い 
Î 瞬間的な風速測定が困難 
風向・風速ライダー 
- ビル風による風環境問題を考慮した都市設計 
- 風力発電用風車建設のための風速測定 
エアロゾルライダー 
- 大気汚濁度の測定 
- 黄砂輸送メカニズムの研究 
高分解能・高効率周波数弁別法
1. 高分解能周波数弁別法 
 周波数シフトの高感度検出、高効率特性 
 
2. 小型単一周波数Nd:YAGレーザ 
 単一周波数動作、高い周波数安定度 
 
シーズ シーズ
- アイセーフ特性 
- 高い距離分解能  
(1~5m) 
- 移動可能なシステム 
従来技術 
応用分野 
気温・湿度ライダー 
- 地球温暖化の解析 
- ヒートアイランド現象の解析 
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図 1 ライダーによるビル風の空間分布計測の概念
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